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気候変動による世界の水資源量変化及び社会的影響の算定フロー図

【２０００年】

51 28 66 96-99 76-79 84-87
沖教授 AQUASTAT FAOSTAT

FAOSTAT FAOSTAT

53 32
沖教授

55 66
沖教授 70

2000年既往データ入力値

26 34

72 2000年計算出力値

2050年既往データ入力値

2050年計算出力値

計算内容

36

40  38

【２０５０年】 ＜2050年の検討を実施する際の仮定条件＞
52 22 20 22 22 80-83 ① 22

沖教授 ①　４品目別作付面積は、2000年の値を採用した
④ ⑤ ⑥ 2000年と同じ値 FAOSTAT

②　単収は、ＧＤＰとの相関式を採用した
54 コーン ： Y = 7063.7Ln(x)-125941 R2=0.1634

沖教授 米　　　： Y = 4694.8Ln(x)-75287  R2=0.2811
大豆　 ： Y = 1252.2Ln(x)-13057  R2=0.117

56 31 小麦　 ： Y = 3820.5Ln(x)-63245  R2=0.1664
沖教授

③　４品目必要水量は、（穀物生産量）×（消費原単位）により
     算出した

作物消費原単位

コーン ： 1900(m3/t)
米 　　： 3600(m3/t)

27 大豆  ： 2500(m3/t)
小麦  ： 2000(m3/t)

④　１人当たりの生活用水使用量増加量は、１人当たりの
⑩ ③      ＧＤＰとの相関式　（沖教授式）を採用して、各国の

     ＧＤＰの増減による生活用水量増減分を算出した
　　

⑨ 131-134 71

⑤　工業用水量は、ＧＤＰとの相関式を採用した
Y = 1.05265x^(0.914678)

⑥　穀物需要量は、１人当たりのＧＤＰとの相関式を採用した
37 29 33 69 コーン ： Y = 13.154Ln(x) - 21.00 R2=0.0404

米      ： Y = -15.372Ln(x) + 162.48 R2=0.0653
大豆 　： Y = 8.4156Ln(x) - 44.309 R2=0.0413
小麦   ： Y = 33.386Ln(x) - 141.94 R2=0.1747

⑦　農業用水の利用可能水量は、水資源賦存量より生活用水
     量と工業用水量を先取りした

35

⑧　農業用水量の不足による穀物生産量の減少は、４品目一
　　 律で単収を減少した

⑨　2050年の利用不可能水資源量は、2000年の水資源賦存
　　量と利用不可能水資源量の比率と同じとした

⑦
⑩　穀物は、自国需要を先取りした

68 ⑪　2050年の農業用水量は、2000年の農業用水量と４品目
 　　必要水量の比率と同じとした

67

Yes Yes

⑧
No No

(修正単収)を使用して収束計算

45

101-104

CIESIN_A1B1

141-144

AQUASTAT

AQUASTAT

AQUASTAT

92-95

CIESIN_A1B1 CIESIN_A1B1CIESIN_A1B1

log(Q)=(2.03169×G)/(G+324.989)
　　　Q:１人当たり生活用水取水量
　　　G:１人当たりGDP

②

122-125118-121
FAOSTAT FAOSTAT

126-129

136-139

CIESIN_A1B1

88-91

生活用水量

工業用水量

農業用水量

（生活用水量）+（工業揚水量）
+（農業揚水量）

水需要量

流出量

越境流入量

越境流出量

（流出量）+（越境流入
量）－（越境流出量）

水資源賦存量

（水資源賦存量）－（水需要量）

利用不可能水資源量

（水資源賦存量）-（水需要量）-（利用不可能水資源量）

水余剰量　Ａ

（水需要量）／（水資源賦存量）

利用不可能水量比

４品目別
穀物生産量

農業用水量

（４品目別穀物生産量）×（消費原単位）

４品目
必要水量

（４品目必要水量）／（農業用水量）

４品目
必要水量比

４品目別
作付面積

４品目別
単収

４品目別
穀物輸入量

４品目別
穀物輸出量

４品目別
（穀物輸出量）-（穀物輸入量）

４品目別
穀物輸出入量

４品目別
（穀物生産量）-（穀物輸出入量）

４品目別
穀物需要量

流出量

越境流入量

越境流出量

（流出量）+（越境流入
量）－（越境流出量）

水資源賦存量

人口

相関関数（沖教授式）
log(Q)=(2.03169×G)/(G+324.989)

Q:１人当たり生活用水取水量
G:１人当たりGDP

により、生活用水使用増加量を計算

１人当たりの
生活用水使用増加量

（2000年生活用水量）+（１人当たりの生活用水使用増
加量）×（人口）

生活用水量

（GDP-工業用水量）相関関数
y=1.05265x^(0.914678)
x:GDP、y:工業用水量

により、工業用水量を計算

GDP

工業用水量

（水資源賦存量）×（利用不可能水量比）

利用不可能水資源量

４品目別
作付面積

（GDP-４品目別単収）相関関数
により、単収増加分を計算し、

（2000年４品目別単収）に加える

GDP

４品目別
単収

４品目別
穀物生産量

（GDP-４品目別穀物需要量）相関関数
により、穀物需要増加量を計算

GDP

４品目別
穀物需要量

４品目別
（作付面積）×（単収）

４品目別
（穀物需要量）-（穀物生産量）

４品目別
穀物輸出入量

（４品目別穀物生産量）×（消費原単位）

４品目
必要水量

（４品目必要水量）／（４品目必要水量比）

農業用水量

（生活用水）+（工業用水）+（農業用水）

水需要量

（水資源賦存量）-（水需要量）-（利用不可能水資源量）

（水資源賦存量）-（生活用水量）-（工業用水量）-（利用不可能水資源量）

農業用水
利用可能水量

(農水充足定数F)=(農業用水利用可能水量)／（農業用水必要量）

農業充足定数F

４品目別
（単収）×（農業充足定数）

ただし、
F＞1→F=1、 0＜F＜1→F、F＜0→F=0
とする。

４品目別
修正単収

水余剰量

GDP

水資源賦存量 水需要量

利用不可能量

水余剰量

水資源賦存量

利用不可能量

生活用水需要量 工業用水需要量 農業用水需要量

水需要量

４品目農業用水量 穀物輸出入量 作付面積 単収

穀物需要量

凡　例

農業充足定数F＜1
収束計算回数

３０回＞ｎ
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131-134

69
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沖教授

沖教授

沖教授 AQUASTAT
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AQUASTAT

AQUASTAT FAOSTAT
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①

②

③

④ ⑤ ⑥

⑩

⑨

⑪

人口

CIESIN_A1B1

沖教授

沖教授

（2000年穀物需要量）+（１人当たりの穀物需要増加
量）×（人口）

１人当たりの
穀物需要増加量

作物
消費原単位

作物
消費原単位

４品目別
穀物輸出入量

131-134
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